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６年生は、社会科で歴史を学んでいます。江戸時代の

学習では蓮池藩のことについても取り上げることにしまし

た。そこで、１１月１４日、蓮池公民館の久間館長様にお越

しいただき、初代藩主鍋島直純公や蓮池藩の城下町に

ついて分かりやすくお話してもらいました。 

児童は、各自タブレット端末を利用しながら、「ここに学

校があったのか」「川の流れが少し変わっている」などと、

今の街並

みと江戸

期の街並

みを比較

しながら学

習を進め

ました。 

 

 

 

１２月５日、５年生は、１１月に収穫した大豆を原料に

味噌づくりを行いました。地域の山田様、糸山様に手ほ

どきいただきました。「大豆から作ることを初めて知っ

た。」「空気を抜かないとカビが生えるんだって。」「麹の

においがすごい。」などと、初めてのことに驚嘆しながら

活動できました。味噌は、三か月ほどで出来上がるとい

うことです。出来上がった味噌は、次年度 6年生になっ

た児童が、6

月の日曜参

観に販売する

ことになりま

す。来年もす

ぐに売り切れ

るかも知れま

せんね。 

 

 

１２月５日、9年生は家庭科分野の授業の一環で、光

明保育園にて保育実習を行いました。生徒たちは男女問

わず、園児たちと生き生きと関わり、園児の無邪気な姿や

仕草に、おのずと笑顔で関わることができました。小さい

園児の目線に合わせたり、園児が話している言葉にしっ

かり耳を傾けたりする生徒もいました。園児との関わりは、

成長している自分を見つめることになります。また、今後の

自分の在り方につなげていってくれると思います。 

 

 

 

 

１２月１１日、３年生は、「鼓の胴の松飾り」のお話を聞

きました。保存会の牟田様にお越しいただき、紙芝居や

現物を用いながら、3年生にも分かりやすいようにお話

していただきました。飾りの中央部分を、わらじのように

編んで巻き付けて縛る工程では、「うわあ、なるほどー」

という声が上がっていました。佐賀藩の伝統が蓮池町に

残り続けていることは、とても素晴らしいことですね。子

どもたちにも、是非引き継いでいってほしいと思います。 

 

 

保護者や地域の皆様の声をお聞かせください。  ℡ 97-1171文責 副校長 古賀 一成 

鼓の胴の松飾りのお話 家庭科分野・保育体験学習 

【久間館長様のお話を聴く】 

蓮池藩のお話 みそづくり体験 

地域の皆様、いつも子どもたちのために御協力ありがとうございます！ 

【味噌玉をつくる】 

【園児にやさしく語り掛ける】 【松飾りの作り方を知る】 


